
母

.

増

rW

O

長

崎

願

望

の

浦

貝

塚

の
石

器

時

代

人

骨

日
本
右
膝
時
代

の
人
骨
の
発
見
は
大
正
五
年
常
時
文
部
大
幾
地
現
鎮
研
究
室
助
手
穴
リ
L

内
山
(
謁

こ
文
選
士
が
備
中
笠
岡
在
の
締
盟
'兄
嫁
で
系
統
的
に
凌
据
L
i1

後
榔
-
聾
者
の
祉
怒
,<b
聴

い
て
ー
其
後
河
内
道
明
寺
､
越
中
氷
見
ー
陸
前

松
島
等
の
発
掘
が
め
り
､
京
都
大
祭
り
故
鈴
木
〔
文
太
郎
)､
,qS
封
嗣
数
蛇

東
北
大
塗
り
雀
耶
絵
本
耐
教
授
寄
り
石
辞
呼
代
り
骨
格
桝
先
が
環
鼎
に
粗

貸
さ
れ
て
､
日
本
り
北
血
時
代
住
民
の
貸
地
が
明
瞭
･',
な
り
つ
ゝ
み
ろ
｡

九
州
で
は
熊
本
肘
妃
の
人
骨
が
早
-
故
鈴
木
教
授
に
性
志
さ
れ
i1
が
､
政

江
地
前
脚
西
彼
杵
郡
磐
ノ
浦
か
ら
も
姿
見
さ
れ
た
TJ
り
報
告
が
み
ろ
｡

昏
ノ
紺
は
西
彼
杵
牛
偽
り
凹
岸
で
炭
坑
で
有
名
な
松
治
の
封
樺
糾
戸
り

両
tこ
み
ろ
｡
結
晶
片
山方
叩
.1
鹿
々
に
蛇
紋
岩
の
噴
出
し
た
地
方
で
あ
る
か

ら
､
他
に
飴
リ
樹
を
見
な
い
桝
の
石
鍋
望
,/)
も
尊
兄
さ
れ
穴
｡
大
阪
朝
日

新
組
(
八
月
十
三
日

所
収
長
崎
留
朴
火
幾
人
東
棟
郷
腿
氏
の
秩
純
.1
よ
れ

ば
､
同
氏
の
嗣
蜜
に
赴
か
れ
L
i呼
に
は
且
環
内
G
l人
骨
は
他
に
移
さ
れ
て

喝
非
状
腰
は
明
か
で
な
か
つ
4
L
l,
い
ふ
が
､
俳
骨
に
不
敵
G
l奨
立
つ
六
･五

､
存
在
し
ー
又
胡
昭
石
の
石
級
､
打
製
石
斧
ー
石

匙

ー
弼
止
式
土
港
破
片

等

払
H
L
､
叉
i1
春
山
山
頂
に
石
鋼
製
S,=)
の
迫
跡
も
吏
兄
さ
れ
ii
t,
い
ふ

此
¢
資
見
.1-
よ
っ
て
九
州
の
西
北
端
に
於
け
ろ
兜
血
時
代
住
民
ら
骨
牌

が
H
iL
綿
で
､
今
や
奥
羽
北
隣
東
描
妃
放
中
開
九
州
二
五
つ
て
知
れ
て

鵜

お
り
は
面
白
.2
0
稗
.1
今
回
の
発
見
地
H_i
貌
滋
の
偵
人

ら
本
場
問
:I.=B
の
な

第
二
審

解
三
幼

監
阿

六
八

い
鹿
で
あ
る
だ
け
に
其
り
研
究
紡
鼎
G
l如
何
は
多
大
の
興
味
み
ろ
べ
-
初

待
さ
れ
ろ
｡
(
小
川
)

○
曹

淡

の

未

来

の
勝

利

石
炭
の
時
代
は
去
り
つ
ゝ

あ
っ
て
現
時

で
は‡
自
供
亡
呼
げ
ろ
ゝ
流
水
力
時
代
が
氷
雪

日
本
の
水
力

電
束
審
美
の

隆
脂
な
6
7本
見
ろ
-
り

代
地
の
成
置

喋
か
ら
ざ
る
ル
得
な
い
O
然
し
白
=淡

の
次
に
氷
る
べ
き
も
り
は
何
で
あ
る
か
三

試
ふ
亡
泊
り
桝
汐
み
利
用
す
る

桝
謂
蘭
炭

B
.Iue
C･at)
で
み
ろ
D

I
醍
潮
汐
り
=
亡
は
数
単
静
に
よ
っ
て

解
的
さ
れ
ii
も
Gl
で

み

ろ
が
馬
に
地
班
輿
静
.1
し
て
之
私
服
敬
ふ
も
聖
が

少
か･iか
つ
ii｡
グ
リ
ム
メ
か
けて
潮
汐
研
究
が
地
租
鎮
静
も

符
i1
な
け
れ
ば

な
ら
な
い
寧
払
拭
唱
し
た
｡

潮
汐
の
利
用
が
可
能
に
な
っ
て
行
-
に
従
っ

て
潮
の
上
り
下
り
が

l
定
し
て
庶
な
い

茶め
り
不
利
在
軸
-
す
ろ
工
夫
が

工
撰
者

や
物
税
雄
潜
-こ
よ
っ
て
研
究
さ
れ
る
せ
同
時
に
地
理
選
的
,1
之
私

充
分
-こ
研

究
す
る
必
紫
が
み
ろ
｡
俳
蘭
酉
の
英
営
利
海
峡
に
田
L
i1
ア
ベ

i-
ふ

う
シ
(
ブ
レ
ス
rL
北
竺

l十
光
粁
)
G
l入
江
で
は
潮
力
み
利
用
し
て

居
ろ
ミ
云
ふ
こ
1,
で
あ
り
且
つ
故
が
朝
鮮
で
-
其
6
1潮
汐
り
,蓮
Vの
劇
し
い

の
み
利
用
す
る
計
盗
り
あ
る
今
日
で
ほ
､
之
和
地
税
鎮
家
が
研
究
し
て
末

光
の
蘭
供
時
代
-こ
併
ふ
ろ
仰
が
れ
Lつ
て
然
る
べ
し
だ
モ
恩
へ
ろ
｡
(
中
村
)

○
牌

観

の

養

蟹

俳
図
絹
業
聯
合
絶
食
長
7
-
≡

1
品

臼
く
､

俳
問
播
工
業
中
綿
織
物
工
業
は
､
三
十
尚
の
徒
弟
静
私
有
L
ー
原
料
は
淡

tJ
し
て
之
か
外
閥
に
仰
ぎ
､
客
年
の
如
き
約
十
億
蝕
み
玄
排
i1
る
も
ー

7

度
之
に
払
維
染
色
仕
上
額
の
功
工
か
施
し
ー
本
坤
は
二
十
億
法
り
崎
的
な

見
ろ
べ
-
1
附
坪
制
恥
は

洲
て
出
産
制
限
私
氷
す
べ
さ
わ
り
､
然
れ
.w
l

外
閥
よ
り
り

脚
料
供
給
か
舵
せ
ん
が
筋
に
努
力
す
べ
き
は
.
棚
樹
林
門
攻



肝
梨
瀞
の
仝
-

I
致
せ
る
桝
に
し
て
､
之
が
馬
約
束
聯
令

組
合
は
､
巷
稗
叫

振
興
に
努
力
し
ー

1
九
二

5
年
度
出
納
出
産
誠
十
九
約
八

千
端
は
､
昨
年

腔
に
於
て
二
十
況
携
粘
'J
な
り
1
本
中
腰
は
四
十
苗
非
E
rhtISろ
べ
L
t
於

放
伐
図
幾
非
家
は
桑
掛
り
栽
培
及
茸
筒
鵜
に
努
力
し
､
4'･後
記
年

内
に
代

官
鵜
基
1J
な
り
､
現
今
の
祁
麹
に
て
約
四
億
法
の
出
納
が
庸
内
に
放
て
生

産
ぜ
ら
ろ
～
に
繋
ろ
べ
L
云
々
｡

○

伯
団

農

相

花

生

産

の
播

宋

世
界
は
過
去
長
和
･1
瓦
リ
､
原

綿
の
供
給
在
米
絢
に
仰
ぎ
､
今
佃
依
然
光
糊
_こ
位
相
で
tJ
ぜ
ー
'
其
冊
然

り
紙
曲
寸J
L
て
原
綿
の

1
大
紋
芝
即
ち
原
綿
仇
催
6
1到
苑
は
過
け
雛
か
ろ

べ

･'
何
寸しな
れ
ば
兆
絢
の
綿
花
沈
床
は
桝
攻
城
過
し
､
質
亦
潮
次
低
下

せ
る
の
み
な
ら
ず
ー
瀬
-
i_
ウ
イ
が
>A
の
5.
獄
な
る
燭
､
年
々
淡
路
の
四

分
の

1
乃
至
三
分
の

t
か
消
失
L
､
且

近
苑
移
民
制
限
り
た
め
に
弊
力
不

足
在
所

へ
､
‥
れ
造
摘
部
諸
州
に
併
任
ぜ
し
飽
民
は
工
業
地
.1こ
移
住
と
､

農
民
り
数
減
じ
､
属
め
に
故
紙
放
湘
騰

L
､
柚
花
生
産
幾
亦
自
然
上
昇
し

十
片
力
覚
十

1
片
以
下
は
勿
論
揚
今
に
よ
り
て
托

這
心
恥
骨
ぐ
る
り

船

舶

?,
な
れ
リ
､
か
-
て
世
界
人
戴
大
部
分
り
衣
服
･rJ
し
て
蛍
償
な
り
L
的
和

が
･摘
伐
り
病
め
に
漸
次
<
か
懲
JYj付
け
ざ
ろ
べ
き
こ
?J
切
な
リ
ー
&
･ら
ば

光
岡
以
外
の
棉
花
動
作
可
能
如
何
在
野

ふ
あ
に
印
腰
ー
北
に
塊
及
の
二
間

あ
り
ー
血
中
印
腰
耕
地
田
雛
は
二
千
万
エ
ー
カ
I
乃
室
二
千
五
官
方
エ
ー

カ
ー
に
過
ぎ
ず
且
北
ハ産
出
辞
令
少
-
､
又
其
の
封
も
:=mmSL
-
､
塊
及
tユ
ナ

イ

小
河
糾
弾
棚
牛
Ej
の
地
神
が
肥
沃
に
し
て
細
長
き
糊
な
る
が
故
に
制
作

幅
城

に
制
限
あ
り
､
其
政
経
_二
村
加
な
与
よ
り
-
寧
ろ
械
少
の
仰
あ
り
､

耽
抑
制
加
内
報
の
新
作
は
可
冊
な
れ
.･,)も
･Ai
だ
科
易
bT･Sら
サ
ー
か
-
て
滑

聯

敵

氷
に
糊
口
さ
る
･･,
虚
け
瑞
り
甜
光
り
ア
ラ
ブ
>_
あ
る
の
み
な
･?0
同図
秒

産
は
俵
鵜
怒
-
縄
相
方
法
不
良
且
不
恕
な
れ
.･,)
-
叔
帳
兎
に
耕

作
し伊
方

地
方
の
生
韓
挙
ti
､
雑
駒
に
比
す
れ
ば
二
倍
年
乃
至
三
倍
L
却
て
追
究
の

棚
花
在
比
鴨
的
低
耽
り
生
産
放
T,LtA
似
て
箆
附
す
ち
な
緑
べ
L
yJ
云
ふ
O
滑

水
北
部
ブ
ラ
ジ
>.
¢
余
部
み
め

げ

て
綿
花
粗
野
t
,な
す
こ
そ
か
絡
べ
き

も

見
れ
ば
t
I
,り
図
の
閃
発
け
誠
に
世
界
的
_二
兎
要
叱
り
tJ
い
ふ
や

っ
べ
し

即
i)
ア
ス
洩
り
意
見
に
ょ
れ
け

｢
米
国
の
綿
花
耕
作
地
11
､
い
か
tこ
之
払

拭
大

で
ろ
-
三
千
入
官
齢
嘘
以
上
.1
円
つ
る
糖
.ri
ざ
れ
+･,)も
､
伯
園
に
於

て
け
其
四
倍
ドニ
ま
で
登
展
せ
し
め
-
べ
L
｣
TJ

O

甲

谷

陀

の

近

状

カ
>̂
カ
タ
タ
ー
<
口
軍

二
十
飴
鵜
､
碕
英
領
中

り敢
大
都
市
に
し
て
､
託
盟
に
於
ガ
る
柵
花
~
閉
賓
に
於
け
入

来
､
カ
ラ

チ
に
於
け
ろ
小
醇
の
如
き
､
僻
森
岡
晶
亡
し
て
豊
田
肺
及
同
数

品

(
巽
肺

布
及
帥
袋
)
な
準
げ
ろ
み
格
ベ
L
､
仙
椎
に
比
し
輸
出
時
期
に
拡
-
附
長

軸
-
､
四
季
ね
過
し
引
椋
4
,柳
川
繁
盛
tこ
､
叉
が
ン
ヂ
ス
河
畔
の
厨
大
bT.i

右
脚
故
地
も
睦

へ
て
粕
川
描
TJ

Lて
-
･盟
嬰
な
る
地
位
か
占
め
､

一
九
二

三
竺

二
月
に
於
け
ゑ

且
易
糖
ほ
､
発
印
成
り
貿
易
甑
.1
野
L
輸
入
-こ
於
て

三
〇
乃
宅
四
九
%
輸
出
に
於
て
l二
九
乃
至
聖

二
%
の
高
率
塗
が
L
､
従

っ

て

之
が
金
融
に
常
ろ
瑞
祥
銀
行
6
1活
動
日
兜
を
も
の
あ
リ
ー
環
称
市
場
の

大
な
ろ
斑
に
鞄
想
外
に
し
て
､
甘
数
十
筒
捗

の

滞
称
賛
盟
は
､
市
場
-こ
管

L
Jr,妨
響
私
刑
ふ
ろ
串
な
-
､
容
易
に
附
化
せ
ら
ろ
､
英
開
放
諦
外
関
節

称
鈍
行

も
印
演
に
於
け
ち
金
融
及
馬
替
り
中
心
み
野
地
に
置
-
が
加

-
､

各
地
よ
り
伶
敢
向
貿
筑
¢
散
文
常
地
に二
桁
湊
す
る
が
如
し
､
濁
_こ
ね
由
散

野
弼
ろ
盛
に
罪
人
土
人
ね
開
け
ず
輸
門
人
商
_ユ
貯
相
場

私
唱
ふ
ろ
紙
行
に

E
S
I
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末
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地

球

川
貼
す
る
私
憤
寸しす
｡
こ
の
他
の
特
産
i1
る
釆
流
布
は
経
年
セ
メ
ン
rL
6
1

包
盤
用
}J
し
て
或
ん
せ
ら
れ
､
迩
咋
相
加
り
妙
に
あ
り
~
正
に
昨
年
雑
来

園
に
て
托
向
謝
辞
り
瀬
か
ド
製
品
用
家
具
J.
其
他
従
兆
木
材
か
佐
川
ぜ
し

-
り
に
代
用
吋
'ら
ろ
ゝ
似
向
背
し
き
た
め
に
常
田
り
ジ
エ
ー

r
i

工
機
は
昨

今
の
不
況
に
-
拘
ら
ず
二
三
割
の
配
筋
払
沸
す
維
況
な
り
yJ
い
ふ
ー
こ
せ)

に
綿
花
L1
世
非
的
不
足
.･i
迩
中
将
加
の
傾
向
に
あ
り
抑
琳
代
用

Jヾし
て

の

ぶ
布
絹
川
-
砧
性
に
相
加
し
っ
ゝ
み
れ
ば
=
り
地
の
ジ
エ
ー
rl
工
場
聖
肌

迫
は
蛸
和
せ
ら
ろ
｡

○

軍
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ザ
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悪
の
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園
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が
み
ろ
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'･.･ソ
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ユ
族
工i_
二
十
五
年
以
前

に
は
約
打
名

田
Liが

7
九
叫
二
年
に
は

純
か
五
人
に
な
つ
t'ト
｡
北
電

位
桝
は
フ
ォ
イ
工

か
ラ
ン
ド
の
伯
東
隅
で
比
産
物

_こ乏
し
い
底
で

あ

る
｡
オ
ナ
族
は
三
十
年

節
.1二
は
三
千
<
加
数

へ
た
が
瓜

早兼
官
人
に
な
っ
た
.
之
.-r
i_
入
り
込
ん
で

雄
大
白
人
に
反
抗
L
il
iI
め
フ
iT.
イ
エ
ル
ラ
ン
ド

の
北
眺
礎
地
の
単
称
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北
だ

郎
泣
か
受
け
た
の
や

め
る
｡

廿
ナ
旗
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鵬
屈

へ5m
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み
狩
狙
T

る
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プ
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成
り
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す
る
仲
に
依
る
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秤
族
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す
る
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T
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馬
め
に
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リ
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ア
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へ
ン
チ
ン
り
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府
に
よ
れ
て

促

音

地

･砕

作
っ
て

新
店
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共
に
祭
如
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す

べ
L
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の
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で
わ

t
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O
羅

毎

正
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利
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の
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ス
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り
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の藤
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什
於
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て
米
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二
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年
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利
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て
ア
メ
リ
カ
り
砂
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四
斑
牙
に
輸
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さ
れ
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北
ハり
役
廿
既
納
培
t

忠
.1
年
ユ
バ
､
中
央
ア
メ
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力
み
経
て
メ
キ
ジ
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ペ
ル
ー
に
俄
か
つ
i1

十
七
枚
紀
に
_ェ
ブ
ラ
ジ
ル
が
虻
鼎
の
沈
潜
な
砂
棚
紺
t
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ー
北
の
利
脚

第
二
客

筋
三
扮

竪

穴

セ
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兆
民
地
の
み
で

7
六
三
七
年
よ
り

7
六
四
四
年
ま
で
旬
間
11
二
千
八
官
約

㌢
か
デ
ン
り
砂
糖
み
輸
出
L
i1
｡
尋

い
で
四
印
度
が
ブ
ラ
ジ
ル
に
代
り

ハ
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